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《 北米産大豆 》 

〇１３／１４年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が７月１１日発表した、１３／１４年度の世界及び米国大豆生産高予測によれば、

生産量は、米国で高温・乾燥により収穫が減少した前年度と比べて１３．４％増加し、史上最

高、ブラジルでは収穫面積の増加により史上最高、アルゼンチンで高単収と史上最高の作付面

積により、増加となることなどから、世界全体で前年を上回る見込みとなっています。 

１３/１４年産世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ２億８，５８９万ｔ （対前年比     ６．７％増） 

消 費 量 ２億７，０５３万ｔ （対前年比     ４．５％増） 

期末在庫量 ７，４１２万ｔ   （対前年比    ２０．５％増） 

期末在庫率 ２７．４％     （対前年度差 ３．６ポイント増） 

 

１３/１４年産米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 ９，３０８万ｔ   （対前年比    １３．４％増） 

消 費 量 ４，９３８万ｔ   （対前年比     ３．４％増） 

輸出量 ３，９４６万ｔ   （対前年比     ９．０％増） 

期末在庫量 ８０４万ｔ     （対前年比   １３７．２％増） 

期末在庫率 ９％        （対前年度差   ５ポイント増） 

 

〇２０１３年産アメリカ穀物作付進捗及び作況状況 

 米国農務省が８日に発表した、７月７日現在の米国大豆発芽率は、主要１８州平均で９５％

（前週９１％、前年１００％、平年９７％）と平年比２ポイント遅れとなっています。また、

今回初めて発表した同日現在の開花率は、主要１８州平均で１０％（前年４２％、平年２４％）

と平年値を１４ポイント下回っています。 

 また、同日現在の作況状況は、主要１８州平均で普通２６％（前週２６％、前年３３％）、

良好５５％（前週５５％、前年３５％）、優良１２％（前週１２％、前年５％）となっており、

良・優合わせて６７％となっています。 

 

《 国産大豆 》 

〇平成２４年産大豆・６月の入札結果 

６月２８日に発表された６月の入札結果によれば、普通大豆では先月平均価格より約４４

０円上昇となっており、先月の上げ幅と同様の結果となっています。２３年産入札では、西日

本が高値、東日本は比較して安値をつける「西高東低」を示していましたが、現在は東西の隔

たりなく高値をつける状況となってきております。上場数量は５，６２２ｔ、落札数量は５，

０４９ｔと落札率は９０％に達し、納豆用品種を除いてほぼ全量が落札されるなど、国産大豆

の数量確保の動きが強く表れている結果となっています。 
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２４年産大豆落札状況 

      入札月     上場数量      落札数量       落札率              

      １２月    ３，６１４ｔ    １，８２２ｔ      ５０％ 

       １月    ８，３１８ｔ    ５，１２９ｔ      ６２％ 

       ２月    ８，９４７ｔ    ６，３０１ｔ      ７０％ 

       ３月   １７，２０１ｔ   １２，７９２ｔ      ７４％ 

       ４月    ７，３９２ｔ    ６，４５９ｔ      ８７％ 

       ５月    ６，５４７ｔ    ５，７４６ｔ      ８８％ 

       ６月    ５，６２２ｔ    ５，０４９ｔ      ９０％ 

                                                 

合 計   ５７，６４１ｔ   ４３，２９８ｔ       ７５％ 

 

《 トピックス 》 

〇２０１３年産米国ＧＭ大豆作付比率 

 米農務省が６月２８日に発表した、１３年産の米国ＧＭ大豆予想作付率（すべて除草剤耐性

品種）は前年並みの９３％となりました。 

 主要生産州では、△アイオワ９３％（前年９７％）△イリノイ９２％（同９０％）△ミネソ

タ９３％（同９１％）△ネブラスカ９６％（同９５％）――と、ＧＭ大豆の作付率はいずれの

州でも頭打ちとなっており、全米１位の大豆生産州アイオワでは４ポイントも低下しています。 

〇中国大豆生育状況 

 ２０１３年産中国大豆の７月１日時点での生育状況ですが、各地域とも平年より若干気温が

低めですが、天候は良好のようです。株丈は各地域でバラつきがありますが、+３～-３㎝程度

に収まっており、生育は概ね良好のようです。 
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